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【資料１】第１学年 ４月６日「中学生になって」の指導実践の概要

考察
中学校に入学して初めての学級活動であり、目標に挙げたように中学校生活へ

の適応を図る上で大事な時間である。そこで、自己紹介としてゲーム形式の活動
を取り入れ、和やかな雰囲気の中で自己開示や他者理解が図られるようにした。
〔 〕 、「 」 、自己紹介ゲーム１ では 男女交互に という教師の適切な指示があったが

恥ずかしさのため、男女の交流は不活発であった。これを改善するためには、例
えば、男女交互に二重の輪を作り、順番に自己紹介をする方法も考えられる。た
だし、フリーに活動させることによって人間関係が見えてくる場合が多く、その
観察に重きを置くことも考えられる。

生徒の感想に、友達の新たな一面を知ることができたということが挙げられた
のは大きな成果だった。

自己紹介カード▼

活動の様子▼
〔自己紹介ゲーム１〕
Ｔ：みなさんに自己紹介をしても

、らいます まず。 、隣の人同士で
自分の名前と自己紹介カードの

をし中から一つを紹介して握手
てください。

Ｓ： 恥ずかしそうにしながら互い（
に自己紹介）

Ｔ：次は、今の要領で教室いっぱ
いに使って自己紹介をします。

男女交互に時間内でルールは、
できるだけ多くの人と自己紹介

のです。何人の人とできをする
たか覚えておいてください。

Ｓ： わいわい騒ぎながら楽しそう（
男女間でに自己紹介をするが、

は恥ずかしがってなかなかでき
でいる）ない

〔自己紹介ゲーム２〕
Ｔ：クイズタイム！ これから、

自己紹介の中で誰かが話した事
を言います。誰が言った事柄か
を当ててください。
・ドラえもんグッズ集め
・ピアノが趣味
・野球が得意
・豚が好き
・社会を頑張りたい
・もの真似が得意 など

Ｓ： して（張り切って挙手し、回答
いる。 。みんな楽しそうな表情
先生の突っ込んだ質問に大いに
沸いた）

〔感想の発表〕
Ｓ：○○さんが、もの真似できる

なんてびっくりしました。
Ｓ：□□君は、小学校の時、いつ

も同じ班だったけど、給食の時
も話をしなくて、何が好きなの
かも分からなかったんだけど、
今日始めてそれが分かった。

Ｔ：予習や復習を頑張ろうという
人もいたね。そういう思いを出

。し合ってすてきな学級にしよう

よろしくお願いします。
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【資料２】第１学年 ４月20日「学級目標を決めよう」の指導実践の概要

「こんな学級がいい」の▼
事前アンケート結果

考察
学級目標には生徒一人一人の願いが込められるべきこと、１年間の学校生活の

拠り所であるべきことを踏まえ、事前アンケートを実施し、具体的で評価が可能
なものになるように考えさせた。

決定までに、個人、班、学級全体というステップを踏み、各自の意見を反映さ
せて話し合っていこうとしたが、学級全体の話し合いは時間不十分に終わった。

この計画案を生かすには、アンケート結果を基にして各自の考えをまとめるま
でを家庭で行うなどの工夫が必要なことが分かった。また、具体的で評価が可能
のものにこだわるあまり、考えが細かくなり過ぎたり、まとまりにくくなったり
したようであった。スローガン的なものと、生活面、学習面、行事面などの視点
を与えて考えさせることも必要であることが分かった。

・みんな仲のよい学級
・仲間はずれのない学級
・活発でいろんなことを分かり合える学
級

・どんな人にでも優しく一人一人が分か
り合える学級

・明るく楽しい学級で、みんなが仲のよ
い学級

・優しくて、授業では一人１回は発表で
きる学級

・いろんなアイディアを出したり、積極
的に発言をしあう学級

・話し合いなどの時にたくさん案を出す
学級

・授業中にみんな１回は発表するような
学級

・みんなで話に参加し、みんなで話し合
えるような学級

・自分の思っていることを積極的に発表
できる学級

・スムーズに授業が進む学級

・どこかの田舎にあるような平々凡々と
した学級

・共に活動する学級
・まとまりのある学級
・何にでも協力して、みんなで助け合え
る学級

・積極的で何かをやるためにがんばる楽
しい学級

・何にでも一生懸命活動し、協力し合う
学級

・元気がよくて、にぎやかな学級
・明るい学級
・楽しい学級
・明るく元気な学級
・みんな仲よく、楽しい学級

・日々進化していく学級

みんなの願いをプリントにまとＴ：
めました 何。区切ったんですが、
で区切ったと思いますか。

Ｓ：生活面とか学習面とかの種類別
だと思います。

Ｔ： まとまり毎のキーワード、学（
級目標作りの留意点、教師の願い

具体的で評価が可能の確認。特に
なものということについて 「明、
るい 「頑張る」などの具体的な」、

）文言で確認
各自で考Ｔ：班毎に話し合う前に、

えてみましょう。
Ｓ： 各自、プリントや先生の願い（

などを踏まえて考える）
Ｔ： 班班毎に話し合ってください。

長さんが司会、副班長さんが記録
してください。

Ｔ：各班の意見を発表してください
Ｓ： 各班から発表）（
Ｔ：時間がなくなったのでこの後ど

うやってまとめたらよいですか。
Ｓ： 多数決。話し合いなど）（
Ｔ：学級執行部が各班からの意見を

まとめ、それを基に、みんなで話
し合うことにしましょう。

活動の様子▼

二つにまとまりそうだな。
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【資料３】第３学年 ８月24日「自分を見つめ直す」の指導実践の概要

考察
中学校３年生の二学期は、進路選択について本格的に考えていく時期である。

自分自身を正しく知ることが進路選択の基本であることに立脚し、現時点での自
分についてまとめさせて、進路選択に生かしていくように考えた。

ワークシートでの作業をとおして自己理解が深まるように、振り返りの観点を
具体的なものにし、自己の能力や適性、興味・関心などを総合的に見つめ、自己
を肯定的に捉えることができるように記入事項を工夫した。

夏休みが終わったばかりであったが、授業後の感想からは、進路選択の大事な
二学期が始まったことを認識できており、この計画案による指導は効果があった
ことが分かった。なお、自己を肯定的に見つめさせる一つの手段として、担任教
師から「心のノート」の活用が提示されたことは、ガイダンスの機能を充実させ
る効果的な方法として示唆に富むものであった。

ワークシートの記入項目▼

からの抜粋

活動の様子▼
Ｔ： 進路選択のための６つの段階（

を説明し、本時は「自分の特色」

について学習することを確認）

「自分につＴ：ワークシート１番の

いてのまとめ」のところの作業を

、 。して 自分を振り返ってください

Ｓ： 各自ワークシートにしたがっ（

て作業）

前までの自分と比べて変わったＴ：

をワークところ、成長したところ

シートに記入してください。

Ｓ： 各自作業）（

Ｔ：発表してもらいます。

Ｓ：調子がいいときはいい。

Ｓ：隣の人と話すこと多くなった。

Ｓ：我慢できるようになった。

Ｔ：性格や行動の成長を書いている

自分を好きに人が多くいました。

なるというのは大事なことです。

「心のノート」の31頁 「自分を、

まるごと好きになる」のところを

読んでみてください。

Ｓ： 心のノート」を読む）（「

（以下省略）

「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ 自分についてのまとめ

１ 自分の行動の傾向や性格について

次の観点から自己評価し、特色をま

とめてみよう （はい、中間、いい。

えの３段階評価）

①都合が悪くても仕事を優先する

②自分の考えをはっきり主張する

③注意は素直に聞いて改める

④しっかり指導できる

⑤失敗してもすぐ立ち直る

⑥行事などにすすんで参加する

⑦怒ったり人に当たったりしない

⑧清掃は人が見ていなくてもする

⑨忍耐強い

⑩細かいことまで考え、気を配る

〔まとめ〕

２ 自分で考えている将来の仕事につ

いて、次の観点（省略）から自己評

価し、１番でまとめた自分の特色も

考えて、適している点をまとめてみ

よう。

３ 自分が興味をもっている教科や特

技をまとめよう。

Ⅱ 自分の成長点・努力すべき点

１ １・２年生の時と比べて、成長し

た点や努力が必要な点について、次

の観点からまとめよう。

①自分の性格・言動

②仕事への興味と適性

③学習の状況

④身体の状況・運動能力

２ 自分を見つめ直したことを総合し

て、自分の希望する進路について、

自分の適していると思う点や現在不

安に思う点をまとめよう。
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